
    

異文化交流体験空間創出事業異文化交流体験空間創出事業異文化交流体験空間創出事業異文化交流体験空間創出事業     
１ 事業目的 

児童生徒の身近な場所に異文化交流体験空間を創り，日常的に異文化に直接触れる

ことのできる機会を提供することにより，外国人と積極的にコミュニケーションを図

ることのできる児童生徒を増やす。 

 

２ 事業内容                                   
３ 予算額   ４，３０９千円（前年度 ６，６３８千円） 

  ○○○○    日常的に日常的に日常的に日常的に様々な国の様々な国の様々な国の様々な国の人や人や人や人や文化などに直接触れる機会を提供文化などに直接触れる機会を提供文化などに直接触れる機会を提供文化などに直接触れる機会を提供    〔活動例〕〔活動例〕〔活動例〕〔活動例〕    ・・・・    外国の子供外国の子供外国の子供外国の子供たちの遊びを体験するたちの遊びを体験するたちの遊びを体験するたちの遊びを体験する    ・・・・    留学生から出身国の歴史・文化・習慣などを学ぶ留学生から出身国の歴史・文化・習慣などを学ぶ留学生から出身国の歴史・文化・習慣などを学ぶ留学生から出身国の歴史・文化・習慣などを学ぶ      
国際交流スペースの運営 〔開設場所〕小学校の余裕教室（県内２箇所） 放課後子供教室（県内２教室程度） 

異文化理解やコミュニケーション能力の育異文化理解やコミュニケーション能力の育異文化理解やコミュニケーション能力の育異文化理解やコミュニケーション能力の育成成成成    

スペースに集う 子供たち 
コーディネーター ※ スペースの運営，学校や地域との連絡調整 外国人スタッフ （留学生等） 

【目指す姿】 ○ 世界中に様々な国があることや，多様な文化の違いについて知る。 ○ 他国の文化や価値観についての関心を高め，我が国の文化との違いを理解する。 ○ 自分の意見や気持ちを相手に分かりやすく伝え，積極的にコミュニケーションを図ることができる。等 


